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写真

“ 農 ” と “ 人 ” を つ な げ る

見出し

近畿農政局和歌山県拠点

説明
（背景に合わせて塗りつぶしは調整）

写真

〇ルール
・原則、フォントはBIZ UDPゴシックで統一
・トピックスのタイトルは18ptを目安に。
・本文は分量に応じて12ptを目安に（小さくても10tp）。
・行間は1.3を目標に極力広げる。
・レイアウトは自由。編集者が考えて作成。
・文中で同じ文言を使用していないか、読み手がくどく
感じないか要チェック。
・写真は見せたいものが目を引くものになっているか。
・Webページ等へ飛ばすときは、QRコードとハイパーリ
ンクの両方を設定。
・QRコードは高さ1.6㎝で仮統一。
・５W1Hを意識し、文中で目立たせたい箇所は太字に。
・極力、1行あたり、40文字を超えないように。
・読者の目線移動を考えて、「Z」の目線移動で読める
ように心がける。
・紙媒体にした際に、A４を１枚挟む形だと、A4だけラッ
クに取り残される場合があるため、極力A3裏表で作成。

〇本文の文字数目安
・半P：300～500字程度（写真の枚数やサイズによっ
て要調整。写真2枚の際は400字程度かと思われる）
（過去記事

R7.5月号万博：約180文字（半分写真）
R7.4月号まりひめ：約450文字
R7.5月号しらす：約620文字（小さい写真2枚・作成
に苦慮）
R7.6月号まつばら農園：約670文字（小さい写真2
枚）
R7.6月号基本計画：約960文字（2/3P・写真なし）

・全P：1,100～1,400字程度？（過去の事例がないた
め、程度がわからない）

＜アンケートはこちらから＞

今後の作成・編集のため
ご協力をお願いいたします！
（所要時間：3分程度）

＜アンケートはこちらから＞
（所要時間：3分程度）

「こんなのが
読みたい！」

「あれ面白かった！」
などのご意見や感想
お待ちしてます！

近畿農政局和歌山県拠点

スモークツリー（ハグマノキ）

花後に伸びた花柄が遠くからは煙

がくすぶっているように見えます。

ドライフラワーやリースづくりにも

おすすめで、秋の紅葉としても楽し

むことができます。

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=_6DkBnJJi0qvMEVxNh0TREc8lfMbsWdPiOcApl35c1RUOTQyRUs4WE80RVNFNTg3RkYxTzNTUEkyRy4u
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=_6DkBnJJi0qvMEVxNh0TREc8lfMbsWdPiOcApl35c1RUOTQyRUs4WE80RVNFNTg3RkYxTzNTUEkyRy4u
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=_6DkBnJJi0qvMEVxNh0TREc8lfMbsWdPiOcApl35c1RUOTQyRUs4WE80RVNFNTg3RkYxTzNTUEkyRy4u
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=_6DkBnJJi0qvMEVxNh0TREc8lfMbsWdPiOcApl35c1RUOTQyRUs4WE80RVNFNTg3RkYxTzNTUEkyRy4u
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=_6DkBnJJi0qvMEVxNh0TREc8lfMbsWdPiOcApl35c1RUOTQyRUs4WE80RVNFNTg3RkYxTzNTUEkyRy4u
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=_6DkBnJJi0qvMEVxNh0TREc8lfMbsWdPiOcApl35c1RUOTQyRUs4WE80RVNFNTg3RkYxTzNTUEkyRy4u


今後は、ライトアップ

したハウスでの「夜の

花摘みイベント 」や

「ハーブ摘み体験」、 

「ワークショップの開

催」など、訪れる人が

花に親しめる場所づく

りを目指しています。

半分

2ページ目上部
（重要度：高）
・重要なお知らせや施
策に関する事項
・読者の興味を特に
強く引くと思われる
もの

2ページ目下部
（重要度：中）
・上部の次に重要な
事項

西田農園

もし明日、災害がおきたら！？     ー９月は防災月間ですー

タイトル（拠点の取組）

タイトル（募集もの）

タイトル（旬のもの紹介）

タイトル（統計）

タイトル（その他のお知らせ）

タイトル（レシピ紹介）

タイトル（お店紹介）

事例と対策からみる農業版BCP策定のヒント

農業経営には様々なリスクがあります。近年は、日本各地で 甚大な気象
災害が発生し、多くの被害がでています。様々なリスクに備え、経営安定が
図られるよう、「収入保険」があります。 
自然災害や病虫害、 鳥獣害などで収量が下がった、倉庫が浸水して売り
物にならない、災害で作付不能になった等、収入保険は、すべての農産物を
対象に、自然災害による収量 減少や価格低下をはじめ、農業者の経営努力
では避けられない 様々なリスクによる収入減少を補償します。

「収入保険」は、様々なリスクから農業経営を守ります

近年、自然災害が多発しており、農林水産関係の被害額も増加傾向にあ

ります。こうした中、農林水産省ではパンフレットを作成し、農業者の皆さま

が自然災害等への備えとして、BCPを策定するきっかけとなるよう、実際

に経験した災害の事例と、日頃実施されている減災・復旧に向けた取組を

ポイントごとに紹介しています。「身の回りでどのような災害が起きている

のか知りたい」、「BCPを策定してみたいが、どのような対策をすれば良い

か分からない」という方は、本パンフレットを活用

し、農業版BCPの策定に取り組んでみましょう。

詳しくは右記リンクをご覧ください。

収入保険は
こちら

花き栽培が盛んな御坊市にある西田農園。

スターチスやトルコギキョウを中心に、ハーブ類、

ひまわり、グラス系の花など、多彩な花きを栽培

しています。

９代目の西田成貴さんは、ゼラニウムのグリー

ンブーケ、華やかなひまわりの花束、パンパスグ

ラスをインテリアに使うなど、花きを活用した個

性豊かな商品づくりに力を入れています。

西田さんは、「多くの人に花をもっと身近に

感じてもらいたい」と思い、イベント等への出

店や移動販売を行う以外にも、ＳＮＳを通じて

花の魅力を広く発信しています。

flower_from1545

（外部リンク）

「西田農園の特徴」

「花をもっと身近に…」

可憐でかっこいい、 を発信！花の魅力西田さんは、「多くの人に花をもっと
身近に感じてもらいたい」と、イベントへ
の出店や移動販売を行うほか、ＳＮＳを
通じて花の魅力を広く発信しています。
さらに、ライトアップしたハウスでの夜
の花摘みイベントやハーブ摘み体験、
ワークショップの開催など、訪れる人が
花に親しめる場づくりを大切にしてい
ます。

ミント

ペパーミント

ゼラニウム

がんばる農業者
はこちら

西田農園と西田成貴さんの情報は
こちらからご覧ください

スターチス

農業版
BCP策定の

ヒントはこちら

御坊市 名田町 発 !

https://www.maff.go.jp/j/keiei/nogyohoken/syunyuhoken/
https://www.instagram.com/flower_from1545/
http://maffcms.maff.go.jp/wcms/rest/contents/actions/preview?SITEID=SITE000000000000001150&FILEID=PAGE000000000000524032&OPENSERVERID=OPEN000000000000001150&DATE=2026/08/19/15:17:59&FILENAME=20260623.html
https://www.maff.go.jp/j/keiei/attach/pdf/maff_bcp-24.pdf


令和６年市町村別農業産出額（推計）

統計Pickup

単位：1,000万円

資料： 農林水産省大臣官房統計部令和８年７月24日公表「令和６年市町村別農業産出額（推計）」、
「MAFF統計ダッシュボード」及び「詳細品目別データ」

注：１位部門の判定は、秘匿している数値も含め、原数値（100万円単位）により判定した。

表 市町村別農業産出額（県内順位、農業産出額、１位部門）

本統計は、「都道府県別農業産出額（品目別）」を「農林業センサス」

又は「作物統計調査」を用いて、市町村別に按分し作成した加工統計です。

このため、各市町村における農業産出額の実態が十分に反映されない場合

がありますのでご留意ください。

なお、作成方法等の「統計の概要」については、右記リンクよりご覧ください。

利用にあたって留意いただきたいこと

農林水産省大臣官房統計部令和８年７月24日公表「令和６年市町村別

農業産出額（推計）」、「MAFF統計ダッシュボード」及び「詳細品目別デ

ータ」の掲載ページは、右記リンクよりご覧ください。

可視化した農林水産統計の主要なデータを直感的な操作により表示・

比較できます。

      ・「詳細品目別データ」

 各年次の部門別・詳細品目別の市町村別農業産出額（推計）、

 全国・都道府県内順位一覧をご覧いただけます。

県内
市町村

農業 １位部門 県内
市町村

農業 １位部門

順位 産出額 部門 産出額 順位 産出額 部門 産出額

1 紀の川市 2,000 果実 1,393 16 九度山町 163 果実 146

2 有田川町 1,693 果実 1,525 17 上富田町 144 果実 103

3 田辺市 1,164 果実 1,023 18 白浜町 100 米 38

4 海南市 1,069 果実 965 19 岩出市 98 米 54

5 和歌山市 935 野菜 364 20 由良町 95 果実 79

6 みなべ町 855 果実 709 21 古座川町 90 乳用牛 51

7 有田市 839 果実 779 22 日高町 74 米 46

8 かつらぎ町 771 果実 635 23 美浜町 51 野菜 23

9 湯浅町 497 果実 470 24 那智勝浦町 29 米 11

10 橋本市 417 果実 236 25 すさみ町 27 米 9

11 印南町 386 野菜 163 26 串本町 26 果実 8

12 御坊市 382 花き 184 27 新宮市 15 米 8

13 広川町 378 果実 313 28 高野町 3 米 2

14 日高川町 373 果実 220 29 北山村 1 果実 1

15 紀美野町 184 果実 126 30 太地町 1 果実 1

農林水産省
Webサイトは

こちら

農林水産省
Webサイトは

こちら

紀の川市 が県内で第１位！！

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sityoson_sansyutu/gaiyou/
https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sityoson_sansyutu/index.html


発行・編集

近畿農政局和歌山県拠点
〒640-8143 和歌山市二番丁3 和歌山地方合同庁舎5階
TEL：073-436-3831

農林水産省の
Webマガジン「aff」は

こちらから！

バックナンバーはこちらから

aff8月号は、“森”と触れ合う特集です。

つくる、触れ合う新しい「森」の楽しみ方とし、森が

持つ「癒やし」や「環境保全」などの価値を最大限に

引き出す「森業（もりぎょう）」。

地域の賑わいや雇用を創出し、人と地域の未来を

育てる新たな取り組みに迫ります。

Aff表紙

農林水産省のWebマガジン「aff」をご紹介！

ジュニア農林水産白書２０２６年版を公表しました！

 農林水産省は、「ジュニア農林水産白書2026

年版」を公表しました。

小学校高学年向けに、我が国の農林水産業、農

山漁村への理解を深めていただくため、日本の

食料や農業の特徴、環境との関わり、日本の森

林の特徴、日本の海で獲れる魚の特徴等がわか

りやすく学べる一冊です。 

ご家庭・学校での学習に是非、御活用ください。 

つくる、触れ合う
新しい「森」の楽しみ方
森が持つ「癒やし」や「環境保全」などの価値を最大限に
引き出す「森業（もりぎょう）」。
地域の賑わいや雇用を創出し、人と地域の未来を育てる
新たな取り組みに迫ります。

ジュニア
農林水産白書は

こちら

私たちが
食べている
ものは？

農山漁村の
いろいろな
取組は？

農林水産業は
環境にどう関
わってる？

和歌山大学観光学部地域連携プログラム

（以下「LPP」という。）の一つである「棚田ふぁ

む」を取材しました。

LPPは、地域課題の解決を目指す実践的な

プログラムです。「棚田ふぁむ」では、有田川町

の沼の棚田で、保全活動や地域資源の発掘、

情報発信に取り組んでいます。

今回は、沼の棚田の一部を畑地として活用し

て栽培されているぶどう山椒の収穫を行いま

した。当日は1年生9名が参加し、実の付き方

が不規則で高い位置にも実るため、1つ1つの

実を確認しながら丁寧に収穫していました。

学生からは、「来年以降も実を付けられるよ

う、成長につながる芽を傷つけないように注

意しながら収穫しました」と感想がありました。

和歌山県拠点は

これからも

「棚田ふぁむ」の

取り組みを

追い続けます！

収穫期のぶどう山椒

学生からは、「来年以降も実を付けられるよう、

成長につながる芽を傷つけないように注意しな

がら収穫しました」と感想がありました。

この畑は山の斜面にあり、日当たりが半日程度

であることに加え、標高約500mのため気温が

上がりすぎない環境となっています。こうした条

件が、山椒の栽培に適しているそうです。

山椒は利用目的によって収穫時期が異なります。

今回収穫した実は、約12時間乾燥させた後、主に

漢方薬の原料として利用されるとのことです。

和歌山大学観光学部地域連携プログラム

（以下「LPP」という。）の一つである「棚田ふぁ

む」を取材しました。

LPPは、地域課題の解決を目指す実践的な

プログラムです。「棚田ふぁむ」では、有田川町

の沼の棚田で、保全活動や地域資源の発掘、

情報発信に取り組んでいます。

今回は、沼の棚田の一部を畑地として活用

して栽培されているぶどう山椒の収穫を行い

ました。当日は1年生9名が参加し、実の付き

方が不規則で高い位置にも実るため、1つ1つ

の実を確認しながら丁寧に収穫していました。

この畑は山の斜面にあり、日当たりが半日

程度であることに加え、標高約500mのため

気温が上がりすぎない環境となっています。

こうした条件が、山椒の栽培に適しているそ

うです。

山椒は利用目的によって収穫時期が異なり

ます。今回収穫した実は、約12時間乾燥させ

た後、主に漢方薬の原料として利用されると

のことです。

大学生が棚田で

収穫！

大学生が棚田で

「ぶどう山椒」を収穫！

「ぶどう山椒」

https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/
https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/wakayama/attach/koho.html
https://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_junior/attach/pdf/index-23.pdf
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